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0. はじめに 

ITU-T SG2 では、その研究分野の一つとして、NNAI（ナンバリング、ネーミング、アドレッシング及び識

別子）の要件及び予約・割当て・再利用の基準と手続きを含むリソース割当てに関する事項を対象としてい

る。また、NNAI の割当てと管理に関する手順については、WTSA（世界電気通信標準化会議）で採択され

た決議 20においても規定されており、同決議にも留意しつつ検討が行われている。 

NNAI の種類やこれに関する論点は多岐にわたっており、全体像把握のための一助になるようなまとまっ

た資料の存在は貴重である。本資料は、ITU-T SG2 の前議長の Dr. Sherif Guinena が、NNAI に関するチュー

トリアル用に作成した資料(*1)の概要編を翻訳したものであるが、同 SG の役職経験者によって、体系立て

て記述された本資料は、NNAI の理解に大いに役立つものと思われる。 

本資料は、2017年度に作成した TR-1067「NNAI に関するチュートリアル資料」の続編であり、タイトル

も「NNAI に関するチュートリアル資料_その２」とした。今後、シリーズ化して、さらに翻訳を進める予定

である。なお、2017年度に発行した TR-1067には、基本的な部分が含まれているので、全体を理解するため

には、TR-1067も合わせて参照することを推奨する。（以下、参考のところに目次項目を記載） 

番号計画専門委員会の活動をご理解いただく上でも、電気通信番号の基本的な部分について理解していた

だくための一助になればと考えている。また、電気通信番号に興味のある学生の方々にも積極的に活用いた

だくと幸甚である。 

 

(*1)原文は ITU-Tメンバーには TD924として公表されている。  

   https://www.itu.int/md/T13-SG02-160914-TD-GEN-0924/en 

 

1. 作成担当 

番号計画専門委員会 

 

2. 改訂の履歴 

 

版 数 制 定 日 改 版 内 容 

第 1版 2019年 2月 20日 制定 

   

 

3. 参考（TR-1067の目次項目） 

はじめに 

Module 1 ナンバリングの必要性 

何故ナンバリングが必要か？ 

番号方式（Numbering System)の必要性 

呼ルーティングに必要な番号 

モバイル識別スキーム 

PSTN と PLMNのシステム連携 

PSTN 番号とモバイル識別番号の番号計画の連携 

PSTN/PLMNと IP ベースのネットワークの連携 

番号方式（Numbering System)  

https://www.itu.int/md/T13-SG02-160914-TD-GEN-0924/en
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特別なサービスのプレフィックスと番号帯 

国際公衆電気通信番号 

国番号と国際プレフィックス 

国内番号 

10桁国内番号の例 

国内通話の地理的番号フォーマット 

グローバルサービスのための国際公衆電気通信番号 

ITU への国内番号計画提出 

Module 2 番号計画の特徴と要求要件 

国内および国際番号計画 

国際標準への準拠 

NNP が準拠すべき ITU-T勧告一覧 

NNP の作られる理由 

何を変更するか？ 

NNP の目標値 

変更前に考慮すべき事項 

NNP の策定要素 

需要予測 

予測分析モデルの例 

オープン/クローズドダイヤリング計画 

オープンダイヤリング計画 

クローズドダイヤリング計画 

加入者番号の拡張 

ローカルダイヤルをクローズドダイヤル計画へ変更する場合 

オーバーレイコード 

オープンダイヤリング計画の長所と短所 

クローズドダイヤリング計画の長所と短所 

番号長（1） 

クローズドまたはオープンダイヤリング計画を選択する要因 

プレフィックスの選択 

モバイル向け番号帯の選択 

緊急サービスと短縮番号 

緊急サービスに多く使われている番号(1)  

緊急サービスに多く使われている番号(2)  

世界の緊急通報番号 
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Module 3 NNAI計画の詳細の紹介
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ナンバリング、 ネーミング、 アドレス体系、識別の計画

１．エンドユーザーのサービス／アプリケーションのための識別子

２．ネットワークの機能／構成のための識別子

３．管理目的のための識別子

４．設備のための識別子

５．その他の識別子
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識別子

11

TR-1070
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電話番号（E.164番号計画）

１．地理的識別のための国際公衆電気通信番号
２．グローバルサービスのための国際公衆電気通信番号
３．ネットワークのための国際公衆電気通信番号
４．複数の国のための国際公衆電気通信番号
５．試験のための国際公衆電気通信番号

ITU-T 勧告E.164 （国際公衆電気通信番号計画）は、国際公衆電話網に利用される番号の
５つの主なカテゴリーにおける番号構造及び機能性を定義している。
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地理的識別のための国際公衆電気通信番号

◼ 国際公衆電気通信番号計画（The international public telecommunication numbering plan）は、
ITU-T勧告E.164に規定されている

◼ 国際公衆電気通信番号は国番号を含め最大15桁である

◼ 国内番号の上位桁で地域やサービスを表わす

◼ 当局（日本は総務省）はダイヤル桁数が最小になるよう努力することとする

◼ 7桁以内の番号分析で宛先の国、通信経路や料金が定まることが望ましい

CC: Country Code

国番号

NDC: National Destination Number

国内宛先コード（エリアコード）

N(S)N: National Significant Number

国内番号

SN: Subscriber Number

加入者番号
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国番号と国際プレフィックス

◼ 1〜3桁の国番号で国や特定の地域を識別
できる。

◼ 国番号が短いほど番号容量が大きくなる。

◼ 国番号の1桁目で大陸や亜大陸を示すよう
になっている。

◼ 国際プレフィックスは国際公衆電気通信番
号計画の範疇外で国により異なる。

例．00,010（日本）,011,001,…

◼ ＋は国際プレフィックスからダイヤルが必要
なことを意味する。

例．+1 212 345 6789

→010 1 212 345 6789
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国番号 (先頭の数字1～3)
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国番号 (先頭の数字4～7)
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国番号 (先頭の数字8,9)
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地理的番号(E.164)の割当 (1)

◼ CC（国番号）のみがITU（TSBのITU-T局長）によって割り当てられる。

◼ 残りは、当局（日本は総務省）の権限によって割り当てられる。

◼ 構成国（MS）への割当は先着順となる。

◼ 申請国は、ITUまたは国連のいずれかによって認められなければならない。

◼ ITUによってCCのための手数料は徴収されない。

◼ CCに関する情報はTSBによって維持される。
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地理的番号(E.164)の割当 (2)

◼ 既存のCC（国番号）によって提供される同一地理的領域に、新たなCCを割り当てることは通常は考
慮されない

：既存のコードが枯渇に近づいている場合を除く

◼ 地理的領域は、1つの地理的CCによってのみ識別されるべきである

：自国のCCがある地域には、サービス（フリーフォン、共有コスト、プレミアムサービスなど...）にCCが要
求されない
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グローバルサービス用の国際E.164番号

◼ グローバルサービスのCC （国番号）は、ITU-Tが認定したグローバルサービスに割り当
てられ、加入者に、コール終了、コールルーティング、または地理的に共通の国番号と
は異なるコール課金を可能にする固有の認識可能な番号を提供することができる。

◼ 国コードに続く数字の構造や機能は、
◆特定のサービスに依存し、
◆これらの機能を特定する追加の数字を含んでいてもいなくても構わない。

◼ これらの数字の使用、構造および番号の割当ては、サービスごとに決定され、適切な勧
告に文書化される。
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E.164.1: グローバルサービス用の国番号の割当て

◼ E.164 第６節：グローバルサービス用のCC（国番号）は、以下のサービスに割当てられる。

◆ユビキタスである必要はないが、十分なグローバル需要があるもの、

◆グローバルサービスの勧告が、既に十分な情報をもとに適当なITU-T study groupによって番号計
画（例：UIFN、UIPRN、UISCN）の策定が進んでいる、もしくは既に安定ステージに達している
もの、

◆ CCに内在する数字に必要な割当てガイドラインがITU-T study groupで策定中であるもの、

◆ CCに続く数字の構造および機能が特定のサービスに依存するもの、ただしこれら機能を特定す
るための追加の数字を含んでいてもいなくてもよい。
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E.164.1: 他のグローバルサービス用の国番号の割当て

◼ E.164 第7節：他のグローバルサービス用の国番号は、以下のサービスに割り
当てられる。

◆ ITU勧告には記載されてはいないが、広く認知され、また国際標準として広
く実施されているもので、また潜在的な国際公共の利益を十分満たすことが
できるもの…等。
（他の基準および手順は、第6節と同様）
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グローバルサービス用番号の確保のための主な基準

◼ TSBがグローバルサービス用CC（国番号）の確保申請を受けていること。

◼ ITU-T study groupは、以下を指摘している
◆グローバルサービス用の国番号の使用は、サービスの提供に適切かつ効率的、効果的であ

ること、
◆技術的に実現可能、実装可能なもので、また要求された国コードを使用し公的な通信に使

用されること、
◆ユビキタスである必要はないが、十分なグローバル需要があること、
◆グローバルサービスの勧告が、既に十分な情報をもとに適切なITU-T study groupによって

番号計画の策定段階に進んでいる、もしくは既に安定ステージに達していること、
◆国番号に内在する数字に必要な割当てガイドラインが既にITU-T study groupで策定中であ

ること
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グローバルサービス用番号の割当てのための主な基準

◼ 一または複数の認定事業者（ROA）より、新しいグローバルサービスとしてITU-Tへ申請さ
れるもので、公的ネットワークのユーザーを対象とし、また互いに番号計画を共有するこ
とのない、2カ国以上の国々で有効であるもの。

◼ 既にそのサービスに関する勧告が承認されている、もしくは既に安定していると宣言され
ていること。

◼ グローバルサービス用の番号計画、レジストラ機能に関する勧告が既に承認されている、
もしくは既に安定していると宣言されていること。
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グローバルサービス用の国際E.164番号

◼ E.164フォーマットの使用は、サービス固有のものであり、グローバルサービスに関する適切な勧告
に詳述されている番号要件によって決められている。例えば、グローバルサービスと番号は以下の
ITU-T勧告に記載されている：

◆ E.169.1 & E.152 : Universal International Freephone Service/Number (UIFN +800); 
◆ E.169.2 & E.155 : Universal International Premium Rate Service/Number (UIPRN +979);
◆ E.169.3 & E.154 : Universal International Shared Cost Service/Number (UISCN +808); 
◆ E.168 & F850~F853 : Universal Personal Telecommunication Service/number (UPT +878); ….. 
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E.169.1 ユニバーサル国際フリーコール番号 UIFN (+800)

◼ UIFNは、ある国のIFS顧客（IFSサービスプロバイダー）が、他国で割り当てられた特別な電話番号
を使い、他国のIFSユーザーが無料でIFS顧客へ発信することができるもの。

◼ すべてのサービス、通話関連の料金は、IFS顧客が支払う。
◼ UIFNはIFS顧客とIFSアクセスプロバイダーの二者間協定により提供される。
◼ E.169.1は、ITU-T Rec.E152で定義されているとおり、UIFNのE.164番号計画の申請手続きについ

て詳述している。
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UIFNの割当て手続き

◼ レジストラ：ITU-T TSB局長がレジストラとなり、ITU-T SG2のITU-T番号調整チーム（NCT）と
協議の上、国際認定事業者（ROA）へUIFNを割当てる。

◼ ITUは、E.169.1およびE.152に則り、UIFNのGSN部分を割当てる。
◼ ITUはUIFN番号ごとに一時金200 CHFを手数料として徴収する。
◼ 認定事業者(ROA)は、顧客に代わってITUへ申請を行い、またITUの要求に基づいた処理、登録、

提出等を行う責任がある。UIFNはITUによって顧客に割り当てられる。UIFNは各顧客に固有のも
のとなる。

◼ ITUは、2国間若しくはそれ以上の国との間でIFSサービスを提供するIFS顧客（国際フリーコール
サービス顧客）にUIFNを割り当てる。

◼ 申請書、登録手順、リクエストフォーム、通知フォーム等はE.169.1の付録AからG、もしくは
ITU-T UIFNのウェブサイト上で見つけることができる。

◼ 割当済のUIFNは、ITU-Tの公開データベースに掲載されている。
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E.169.2 ユニバーサル国際プレミアムレート番号 UIPRN (+979)

◼ UIPRSは、ある国のISPが提供する広範囲な商品を他国の発信者に提供することが可能（Rec. E.155、
Rec. E.169.2）

◼ +979：UIPRグローバルサービスのプレフィックス（+）と3桁の国番号（979）
◼ CI：一桁の課金/課金インジケータ（課金帯または特別課金レート）
◼ SN：IPRS ISPの加入番号
◼ ITUがROAにUIPRNを割り当て
◼ ITU 一時金 = CHF200/番号
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その他のグローバルサービス用番号（１）

◼ その他のグローバルサービス用国番号：ITU勧告に文書化されていないグローバルサービスに
も国番号が割当可能であるが、ITU-T勧告E.164には明記されていない

◼ これらグローバルサービスは、国際的に認知され、広く導入されており、国際的な公益を満足し
ていること

◼ その他のグローバルサービス用番号は新たにITU-T勧告E.164.1 (2008)に明記された

その他グローバルサービス用番号構造

CC: Shared Country Code
共有国番号

IC: Other Global Service 
Identification Code
その他グローバルサービス識別コード

GSN: Global Subscriber Number
グローバル加入者番号
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その他のグローバルサービス用番号（２）

◼ 3桁の共有国番号 (CC)および可変長のサービス識別コード (IC)

◼ CCによりICの桁数が異なる

⚫CC881：ICは1桁 (e.g. 881 3 XXXX……)

⚫CC882：ICは2桁 (e.g. 882 16 XXXX……)

⚫CC883：将来TSB (Telecommunication Standardization Bureau=ITU-T事務局)で
割当てる予定

883 0～883 4：ICは3桁 (e.g. 888 3 123 XXXX….)
883 5～883 8：ICは4桁 (e.g. 888 7 1234 XXXX…)
883 9：将来使用するために予約
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その他のグローバルサービス用番号フォーマット
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グローバルサービスのための国際公衆電気通信番号

◼ グローバルサービス用には、空きの国番号が割当てられる

◼ 加入者には世界で唯一の番号を割当て＝universal service number

◼ サービスプロバイダーは、サービスを提供する国で色々なアクセス手段を提供可能 (この概念
が取り入れられる前は各国で番号の割当てを受ける必要があった)
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国際共有国番号リスト

◼ グローバルサービス用の国際共有国番号リストはTSBが維持管理

◼ ITUのWebサイト
https://www.itu.int/net/ITU-T/inrdb/e164_intlsharedcc.aspx?cc=-1

https://www.itu.int/net/ITU-T/inrdb/e164_intlsharedcc.aspx?cc=-1
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その他のグローバルサービス用の国際公衆電気通信番号の割当基準（１）

◼ 番号申請者がすべきこと

⚫サービスがベースとする関連の国際標準、サービス記述、そのサービスが何故公共の利益になるのかの
根拠を提供すること

⚫既に国番号が割当てられているITU-T認可のグローバルサービスとは同様なサービスではないことを確
約すること

⚫グローバルサービスをサポートするための国際ネットワークインフラストラクチャが、同じ統合番号計画に
含まれない複数国での接続性を提供すること

⚫グローバルサービスをサポートするための国際ネットワークインフラストラクチャが、同じ統合番号計画に
含まれない複数国の接続物理ノードを含むこと

⚫全体的な責任を負い制御することを確約すること

⚫割当てられた番号リソースが、同じ統合番号計画に含まれない複数国間の公共通信サービスに提供さ
れることを確約すること

⚫グローバルサービスを提供する全ての国の規制、ライセンス、および法的要件を満たしていることを確約
すること
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その他のグローバルサービス用の国際公衆電気通信番号の割当基準（２）

◼ ITU-T SG2がすべきこと

⚫サービス記述から既存のグローバルサービスと重複しないかを精査すること

⚫他の申請者が番号を要求する折に参照できるよう、サービス記述を維持管理すること

◼ 申請にあたり国の審査または承認を必要とするかどうかは、各国の問題
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”ネットワーク”のための国際公衆電気通信番号

◼ 国際ネットワーク

公衆電気通信サービスを提供するため1つまたは複数のROAにより運用維持される国際的に相互接続さ
れる物理ノードおよび運用システム

◼ マルチユース国際ネットワーク

複数の国で異なるサービスを同時に提供可能な1つまたは複数のROAにより国際的に相互接続される物
理ノードからなる国際ネットワーク
番号リソースの配分が認められている

※ROA (Recognized Operating Agency)：政府から認可された通信事業者・放送事業者。国
内ではKDDI、NHK、NTTコミュニケーションズなど

※自営ネットワークはこの定義に含まれない。



37 TR-1070

”ネットワーク”のための国番号および関連識別コード

◼ 共有国番号 (CC)＋識別コード(IC)により“ネットワーク”を識別

◼ 割当てる番号が少なければSN (Subscriber Nuｍber)桁数を減らすことが可能

◼ ルーティングと課金処理に必要な番号分析桁数は最大で7桁、最小でCC+IC

CC (Shared Country Code for Networks)
⇒ ネットワークのための共有国番号

IC (Identification Code)
⇒ 識別コード
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“グローバルネットワーク”のための共有CC+ICの実装

◼ グローバルモバイル衛星システムの場合、現在の共有国番号の割り当ては以下のとおり

⚫ 国番号881+2つの1桁識別コード

• 例えば：Iridium Communication Inc.：+881 6および+881 7

◼ 国際ネットワークの場合、現在の共有CC割り当ては以下のとおり

⚫ 国番号882+1つの2桁識別コード

• 例えば ：Deutsche Telekom AG：+882 28

⚫ 国番号883+1つの3桁識別コード

• 例えば ：France Telecom Orange：+883 130

⚫ 国番号883 + １つの4桁識別コード

• 例えば ：Voxbone SA：+883 5100

※既に割り当てられた識別コードが使い果たされた場合、追加の識別コードの割り当てが検討されるが
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“グローバルネットワーク”のための共有CC＋ICの割当基準

◼ 共有CC+ICは、TSB (ITU-T事務局)局長による割当

◼ 番号申請者は、セクターメンバ (部門構成員、ROAやメーカなど)、アソシエート (ITU-T
SG2への参加が認められた準部門構成員)、メンバステート (構成国、ネットワークオペレータ
の代行者として)であるネットワークオペレータまたはネットワークオペレータグループであること

◼ 番号申請者はネットワーク全体の責任を負う

◼ インフラストラクチャには、複数国内に2つの物理接続ノードを含むこと

◼ サービスは、ITU-Tが国番号を付与することで承認したグローバルサービスと類似していない
こと (例：+800「フリーフォン」他)

◼ 他の基準はE.164.1を参照のこと (国内規制への準拠、競争上の保障措置、番号の効率
的な利用などの確約)

◼ 番号の予約期間中は、非営利な試行とテスト目的でのみCC＋ICを使用することが可能
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“マルチユースネットワーク”のための国番号および関連識別コード

◼ 共有CC+ICは、マルチユースネットワークを識別
TSB局長による割当

◼ 番号を割当てられた者は、割り当てられたマルチネットワークCC+CCリソースの配分について
の最終的な責任を負う

◼ 番号割当は、国際基準に基づき国際公共利益を満たすよう行われる

◼ ROA等による番号申請は、国家行政機関 (国家機関)による審査および承認の対象となる
かどうかは問わない

CC (Shared Country Code for Multi-use
Networks)

⇒ マルチユースネットワークの共有国番号

IC (Identification Code)
⇒ 識別コード
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“マルチユースネットワーク”のための共有CC+ICの割当基準

◼ ネットワークが運用されている全ての国の規制、ライセンス、および法的要件を満たすこと
TSBに特定された第三者へのリソースの再割当てに関する制限の遵守も含む

◼ 番号申請者は、リソースの再割当てを受けた第三者による違反に対しても責任を負う

◼ 番号申請者は、契約上の協定により、リソースを使用したネットワークの管理、運用、不正使
用および保守に関する全般的な責任を負う

◼ ネットワークは、2ヵ国以上で物理ノードを接続し、2ヵ国以上で公衆通信サービスを提供して
いること
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“複数国によるグループ”のための国際公衆電気通信番号

◼ 複数国によるグループのための共有国番号 (GoC)は、既存の地域CCと共存することができ
る

◼ 複数国によるグループが単一のCC+GICを使用して電気通信サービスを許可する

◼ CC+GICはTSBによってGoCの管理者に割り当てられ、残りの桁はGoCの管理者によって
委任されたグループ識別コード管理者 (GICA)によって管理される

◼ 国際公衆電気通信番号を用いるE.164グローバルサービスと被らないこと

◼ 9桁未満のSNは10％以下の実装とすること
そうでなければ、いかなる例外もTSBの承認を条件とする

338（Shared Country Code for Group of Countries）
⇒ 複数国によるグループのための共有国番号

GIC （Group Identification Code）
⇒ グループ識別コード
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”試験”のための国際公衆電気通信番号

◼ 新たな国際公衆通信サービスの技術面、運用面、ビジネス面の可能性を探る目的で、非営
利な試行を実施するために割当てられる試験用共有国番号 (CC)

◼ 3桁の試験用識別コード (TIC)が、複数国間での非営利な試行のために1年間 (1年の延
長は可能)割当てられる

◼ 試験用E.212番号 (IMSI：International Mobile Subscriber Identity)の割当
については今後の検討課題である

901 (Shared Country Code for trial）
⇒ 試験用共有国番号

TIC (Trial Identification Code)
⇒ 試験用識別コード
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ネットワーク機能/装置のID

◼ 以下の識別子は、ネットワークまたはネットワーク装置、または地理的領域または加入者を
一意に識別するために使用されます。

◼ PLMN E.212識別計画（IMSI）は階層設計であり、地理的領域、ネットワークお
よび加入者を識別します。

◼ PSTNの場合、Q708 SS7標準は、PSTNのネットワーク装置がデジタル信号のネッ
トワークを介して情報を交換する手順とプロトコルを定義し、モバイルおよび有線の呼
設定、ルーティングおよび制御を容易にします。

◼ ATM networks E.191の場合、B-ISDN（ATM）ネットワーク内の端末、アプリ
ケーション、および人物間の通信を可能にする、加入者の構内サーバに位置する参照
ポイントに対処するためのガイダンス、原則および要件が記載されています。

◼ X.121 PFR DN and PATM DN Numbering Plansは、「Public Frame 
Relay Data Networks」およびE.164番号計画に基づいて番号が付けられた
「Public ATM Data Networks」と国際ネットワーク識別コードの割り当てのため
の手順を定義します。
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モバイル加入者の識別

◼ IMSI：International Mobile Subscription Identity
ユーザーに公衆電気通信サービスへのアクセスを提供します。

◼ IMSIは階層的な設計であり、地理的領域、ネットワーク、加入者を識別します。

◼ IMSIは3つの役割で構成されています。
1. モバイル国コード（MCC）：モバイル加入者の国を一意的に識別
2. モバイルネットワークコード（MNC）：モバイル加入者のホームPLMNを識別
3. モバイル加入者識別番号（MSIN）：PLMN内のモバイル加入者を識別
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E.212：国際モバイル加入者識別（IMSI）

◼ IMSIは最大15桁で、一意な加入を識別します。 IMSIは、SIMカードに格納されている
唯一の加入者識別子です。

◼ SIM / USIM / UICCカードは複数の加入に対応することができますが、各加入に対して
は、1つのIMSIのみを割り当てる必要があります。

◼ IMSIはE.164 NNPから独立しています。 IMSIはグローバルレベルで管理されますが、MSIN

は個々の加入を識別するためにROAによって管理されます。

MCC：Mobile Country Code

（国ごとに１つ以上）
MNC：Mobile Network Code

（NNP管理者によって管理され、ROA

ごとに1つ以上）
MSIN：Mobile Subscription

Identification Number



47 TR-1070

MCC 1桁目

北アメリカ

南アメリカ

ヨーロッパ

アフリカ

アジア

オーストラリア

グローバル（衛星、航空機、船舶、南極）
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IMSI割り当て

◼ 原則として、1つのIMSIが各移動端末または移動ユーザに割り当てられます。

◼ 複数の加入（1つ以上のサービスプロバイダからの複数のモビリティサービスへの加入）の
場合、モバイル端末またはモバイルユーザには、各加入ごとに異なるIMSIが割り当てられま
す。

◼ SIMカードに複数の加入（IMSI）を割り当てることができます。

◼ IMSI番号は、ユーザーに明かされることはありません。
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IMSI機能

◼ IMSIについて、必要であれば以下を可能にすべき：

1. ホームネットワークの決定

2. 特定の加入に関する情報がネットワーク間で交換される場合の加入者の識別

3. 課金および明細のための加入者の識別

4. 加入データの登録、認証、シグナリング、検索、提供、変更、更新などのサブスクリプ
ションの識別と管理

5. IMSIは、ダイヤル目的では使用されない（E.164 MSISDN「Mobile Station 
International Subscriber Directory Number」を代わりに使用）
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E212：IMSI割当手順

◼ MCC（Mobile County Code）：
➢ MCCは、ITU加盟者の国内管理者（国際管理事項）からの正式な要求に応じて、

ITUが割り当てます。
➢ 追加のMCCは、割り当てられたコードの枯渇を見越してのみ割り当てられます。

◼ MNC（Mobile Network Code）：
➢ MNCは、国内管理者が各国のモバイルネットワークオペレータに対して管理されます

（2桁または3桁の使用、または両方のMNCの使用、国内管理事項）。
➢ Shared MCCの場合、MNCはTSBによって割り当てられます。SharedMCCの

MNC桁数は、E.212に従ってTSBによって決定されます。
➢ 追加のMNCは、割り当てられたコードを枯渇に対して、共有MCC内のMNC担当者

に割り当てられます。
◼ MSIN（Mobile Subscription Identification Number）：

➢ MSINは、関連するITU-T勧告に従って割当を受けたモバイルネットワークオペレータ
によって管理されます。

➢ その桁数は、モバイルネットワークオペレータによって決定されます。 (国内管理事項）
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E212：割当と再利用の基準

◼ E.212 Annex A:
➢ ネットワークとそのそれぞれのモバイルネットワークコード（MNC）に対する共有

E.212モバイル国コード（MCC）の割当と再利用のための基準と手順。
◼ E.212 Annex B:

➢ geographicMCC内でモバイルネットワークコード（MNC）を割り当てるための原
則。

◼ E.212 Annex C:
➢ 追加のMCCを国に割り当てる手順。

◼ E.212 Annex D:
➢ geographicMCC内でのモバイル加入識別番号（MSIN）の使用方法。

◼ E.212 Annex E:
➢ MCCがTSBディレクターによって割り当てられた国以外の国でのMCCとMNCの使用

方法。
◼ E.212 Annex F: 

➢ E.212資源の使用例。
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E212 AnnexB：geographicMCCでのMNC

◼ 1つのgeographicMCCがTSBによって国に割り当てられています。

◼ 公共サービスを提供するために公共ネットワークで使用されるMNC（この基準に準拠するための
ROA）。

◼ 1つのMNC（2桁または3桁）は、国民番号管理者によって公認事業機関に割り当てられます。管理
基準を正当化した場合の追加のMNC。

◼ 同じMCCで同じ長さのMNCを使用することをお勧めします。

◼ 小さな地域へのMNCの割り当てはお勧めできません（効率の問題）。

◼ ユーザーは複数のIMSIを持つことができます

◼ 公共サービスに関して適用されるすべての規制を遵守することを申請者。

◼ 所有権や支配の移転、FCFSの基準、その他の基準に従ってください。
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E212 AnnexC：追加MCCを割当手順

◼ 枯渇に近づいたときのみ（National Adminは、残りのMNCが20％を下回るとTSBに
通知します）。

◼ 追加のgeographicMCCはTSBによって国に割り当てられます。

◼ 現在のＭＣＣ ／ ＭＮＣ割り当ての使用効率の証拠が実証されている。

◼ 例外的に管理者です。また、必要とされる説得力のある証拠があれば、将来の使用のため
に予備MCCを申請することもできます。

◼ これらの手順は改訂および更新の対象となります。
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E212 Annex D：geographicMCC内MSIN使用

◼ MSINの始め数字は、下記の割り当てに対して、ROAによって使用されてもよい。

➢ 国内番号計画（例 サービスの差別化）

➢ プロバイダ間でMNC共有

➢ 地域の特定

➢ HLRの識別

➢ 法令準拠;

➢ ハードウェアとソフトウェアの収容
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E212 Annex A：SharedMCCとMNC

◼ ネットワーク用のMCC / MNCは、TSBによって公認運営機関に割り当てられています（現在MCC = 
901）。

◼ MNCの長さはTSBによって決定される2桁または3桁です。

◼ 同じMCCの下で同じ長さのMNC（現在：MCC = 901の場合、すべてのMNCは2桁です）。

◼ ROA（ITU-T SMまたはAssociateである必要があります）は、複数の国で物理ノードを接続して
います。

◼ 公衆通信サービスは、2つ以上の国の間で提供されます。

◼ インフラストラクチャの直接の所有権または契約上の合意、公的に提供されるサービス、全責任とリソー
ス使用の効率化の正当性、規制要件の順守、展開時間、再生などの他の基準に従います。
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E.212 Annex E: その他の国におけるMCC + MNCの使用法

・これは特別で例外的なケースです。
・MCC + MNCの「国外」利用として分類されています。
・例えば、国が二つに分断され、OA(Operating Agencies)が双方に基地局を持つとき、
MCCはそのうちの1つにのみ属します。
・したがって、一方でのMCCの利用は、Annex Eの基準および手順に従い、MCCの例外的な
使用とはみなされない。
・詳細手順は、損害なく、双方の主権の相互尊重に基づいて、文書による相互合意が含まれ
ます。
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E.212 Annex F: E.211リソース 用途の説明(1)

・モバイルネットワーク(PLMN)、固定ネットワーク(PSTN)、衛星ネットワーク、non-terrestrial 

network(航空機、船舶)におけるE.212の使用例を示します。
・E.212識別子は、ユニーク、かつ明らかな国際的な識別子である。
・国内のネットワーク内、国内のネットワーク間、および国外ネットワーク間で使用されるリソー
スの識別を可能にします。 国際通信サービスおよびそのアプリケーションへのアクセスを容易に
します。
・特に、E.212を利用した固定ネットワークの識別子は、

✓ ユーザが互換性のある端末間を移動し、サービスへの加入アクセスを保持することがで
きる個人移動性の側面

✓ 手動入力または自動読取り装置に基づいて使用されるサービスに対するユーザ要求の
認証および検証

✓ SMS、またはテキストメッセージのようなセルラーモバイルネットワークのアプリケーション
をエミュレートする固定ネットワーク

✓ 固定ネットワークと移動ネットワークのユーザ間の相互作用
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E.212 Annex F: E.211リソース 用途の説明(2)

・TSBは、衛星ネットワーク、および非地上ネットワークのために、共有MCC（現時点では
901）配下にMNCを割り当てています。
・当初の要件は、世界的および地域的な移動衛星システム、および他のnon-terrestrial 

network(航空機、船舶)に対するものでした。
・ MCC (現在901)はTSB のディレクターに割り当てられており、このリソースは、効果的な出願
者に割り当てられたMNCに基づいて共有されます。
・国際電話サービスの場合、この共有識別リソースは、通常、E.164ネットワークコード（例え
ば、CC883 + ICxx）に関連付けられます。
・ E.212はUPTサービス(例えば、認証と識別)においても使用することができます。
・これらの例示的な用途は、現在多様にあります。
グローバル音声/ビデオ通話、MMメッセージング、M2M、OTT通信アプリケーションなどのよう
な多くの革新的なサービスは、そのようなシナリオに広く基づいています。
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E.212 リソースの要件
・ M2Mモバイルアプリケーション（モバイルデバイスを使用したリモートセンシング、
モニタリング、および作動デバイスへの接続）は、ここ数年で大幅に増加しており、
好調に推移すると予測されています。

・多くのM2Mデバイスは製造時に組み込みSIMを組み込んでいますが、グローバ
ルに配置されているか、またはローミングしています。

・多くは、国境を越えて使用されています。例えば、ローミング車/ AVL、リモート
ユーティリティメータリング、コンテナトラッキングなど)。

・同様に、グローバルテキスト/ SMS、ボイス/MMメッセージングは顕著に増加して
います。

・これらのすべてが国際番号リソース（E.212 IMSIとE.164番号）に対する大き
な需要をもたらしました。

・ IoTは、主に固定および無線アクセスネットワークを使用してインターネットを介
して互いに通信する多数のデバイスを含み、これにより、E.212およびE.164リソー
スに対するより多く要求されました。

・ M2MおよびIoTは、トラフィックは少ないが、IDリソースは空いています。
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E.212 リソースの希少性に関する考察

・International Numbering Resouces(INRs)は、現在、限られたリソースになってい
ます。
・ルーティングの検討とMCCの1stdigitの納得性については

0 - テストネットワーク
2 - ヨーロッパ
3 - 北アメリカ、カリブ海
4 - アジア、中東
5 - オセアニア
6 - アフリカ
7 - 南米、中米
9 - 広域(衛星、航空機、船、南極大陸)

・E.212は、主に各国ごとに1つのMCCを割り当て、MCCコード9XX(共有コード)はグローバル
ネットワークに割り当てられます。
・グローバルネットワークの場合、現在は共有コード901が割り当てされているため、独自の
MCC 901を持つ1つの国として扱われます。
・したがって、この内のMNC（MCC 901 + MNC）は希少性の制限要因です。
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MNCの潜在的な考察

・E.212では、MNCは2桁、または3桁が使用できます。
・歴史的に、ほとんどの割り当ては、各国の独自のMCCの元、Recognized Operating 

Agency (ROA) 毎に2桁のMNCに基づいていました。
・MCC 901では、現在の割り当ては2桁のMNCです。
・E.212では、1つのMCCで2桁と3桁のMNCを使用することは推奨されません。これは、番号解
決とルーティングで混乱を招く可能性があります。
・2桁のMNCにより、各ROA毎に理論上、100億人の加入者に提供できます。すごく大きな量
です。
・E.212の改訂版は2016年1月に決定され、国内外の共有MCCの使用を推奨しています。

2桁のMNCの場合、最大MSIN = 10桁 100億番号
3桁のMNCの場合、最大MSIN = 9桁 10億番号
(理論上の最大容量ですが、実用的な実装ではそれほどありません)
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管理目的のためのID

➢ ICC： ITU通信事業者コード（M.1400）

➢ IIN： 発行者識別番号/Issuer Identification 
Number（E.118番号計画）
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M.1400： ITUキャリアコード（ICC）

➢ 電気通信の自由化と、競争の増加のため、相互に運用を行う通信事業者が識別される
ことが必要条件となった。

➢ ICCは、相互運用性を簡略化するために、ネットワーク事業者、サービスプロバイダー、ブ
ローカー、リセラー、顧客、サポート及びメンテナンス、設備プロバイダー間で交換される地
理的アドレスなどの追加情報と同様、設備と技術における仕様を規定している。

➢ ITU通信事業者コード（ITU Carrier Code/ICCs)の集中型リストが作成され、リ
ポジトリICCとしてTSB（ITU-T事務局）に保持される。

➢ ICCはネットワーク事業者とサービスプロバイダーの両方に（ITU-Tのメンバーであるな
いにかかわらず）、ネットワーク中のリソースを指定するために付与される。
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ICC DB及び登録手続き

➢ ITU通信事業者コード（ICC）の集中型リストは作成され、リポジトリ―[ITU-T通信事業者]
としてTSB（ITU-T事務局）に保持される。

（M.1400勧告でICCのフィールドの詳細を説明している）

➢ 主要なICCウェブサイトは、ICC情報用のページを包含しており、各国につき1リストを登録してい
る。ICCリストは事業者を識別し、各加盟国当局に認識されている。

http://www.itu.int/ITU-T/inr/icc/index.html

➢ 登録により、その国のICCについて、適切な情報を保持する地域のICCウェブサイトを参照するこ
とが可能である。

➢ 主要なICCウェブサイトでのICCリストの維持管理を、TSBに依頼する当局がある一方で、その
他は直接独自の、またはその他の機関を通じてウェブサイトを構築することを選択している。すべて
の地域のICCウェブサイトは、無料でアクセス可能でなければならない。

➢ 国内規制当局は、識別コード及び、国際及び国内ネットワーク事業者に関する関連情報の提供
を必要とし、TSBへ直接、ICCの通知をオンラインで使用することができる。
http://www.itu.int/en/ITU-T/inr/forms/Pages/carrier.aspx

http://www.itu.int/ITU-T/inr/icc/index.html
http://www.itu.int/en/ITU-T/inr/forms/Pages/carrier.aspx
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E.118：国際テレコミュニケーション課金カード(1)

➢ テレコミュニケーション課金カード（Telecommunication Charge Card/TCC）は
✓ ROA（承認をうけた運用機関）により発行

✓ 顧客がカードを使用して、様々な国際サービスへ接続することができる

✓ 各トランザクションに対応した課金が行われる

✓ ROAが課金カードを発行した国内で、そのアカウントに対して課金請求される

➢ E.118に準拠して、ROAに発行されたカードは、ISO/IEC 7812-1及び2基準「識別カード、
発行体の識別、パート1、番号システム及びパート2、申請と登録の手続き」に従うものである。
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E.118：国際テレコミュニケーション課金カード(2)

➢ 国際テレコミュニケーション課金カードにおける情報は、以下を明示して含むものとする

✓ 1） カード番号

➢ 任意で含まなくてはいけないもの；

✓ 2） 発行運用機関の名前、適切な場においては、発行国

✓ 3） カード所有者の名前と署名

✓ 4） 有効期限

✓ 5） カードの使用方法の説明

➢ カードの例： 印刷されたカード、磁気ストライプカード、及び統合型サーキットカード

（例、SIM（GSM用）及びUSIM(UMTS用））
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発行者識別番号（Issuer Identification Number/IIN) – E.118番号計画

➢国際テレコミュニケーション課金カードの発行者識別番号（IIN）は、E.118に準拠して、
通信事業者の管理当局によって発行される。
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IINの付与と登録手続き

➢ 特定のIINの付与は、国または国家の組織の責任により、その運用機関に対して行われ
る。

➢ ITU-T 事務局は、当局の同意のもと、IINの登録/抹消用に手数料を一回に限って徴
収する責任を負う。

➢ IINは通常、国内でカードを発行する複数のROAを区別する。

➢ ITU-Tはデータベースの維持を行い、変更内容は、ITU運用公報に掲載されている。
データベース https://www.itu.int/net/itu-t/inrdb/secured/e118iin.aspx

運用公報 https://www.itu.int/pub/T-SP/e

https://www.itu.int/net/itu-t/inrdb/secured/e118iin.aspx
https://www.itu.int/pub/T-SP/e
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ENUM：E.164/Electronic Number Mapping

➢ ENUMの一般的なコンセプトは、インター
ネットのアドレッシングを利用して国際
PSTN/PLMNを統合することであり、両ドメイ
ン間での発信と着信が可能である。

➢ PSTN E.164番号をIPアドレスに変換する
ためのグローバルアドレッシングスキームは、IP
に基づいたネットワークで使用される。（最終
的にはインターネットで使用される）

➢ E.164番号に関連したデータ（サービスを含
む）を格納するためにDNSを使用し、それらの
番号はURIに展開され、電話によるコールの
セットアップに使用される。
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ドメインネームツリー
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ドメインネームのリザーブによる解決方法

➢ in-addr.arpa, ip6.arpa , e164.arpa は、「逆引きアドレス」ドメインであり、IPｖ
4、IPv6及びE.164アドレスの逆引きマッピングをホストネームに対して行う。例；IPまた
はE.164アドレスをホストネームに変換する。

➢ このドメインの目的は、確実に簡略化を行う方法を提供することであり、例えば、インター
ネット中の特定のネットワークにおけるすべてのゲートウェイの位置を問い合わせる、などで
ある。
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ENUM[RFC 6116]

➢ URIへのE.164番号のマッピング

➢ CC領域はRIPE-NCC（ヨーロッパIPリソースネットワーク調整センター）により、TSB
との協議によって付与され、このCCを保持するメンバーセクターによって承認される。

➢ その他の領域については、国内の問題である。
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ENUM DN

ルートDNSサーバ

レジストリ

レジストリ

レジストリ
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PSTNからIPへ

SIPサーバ

SIPクライアント
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IPからPSTNへ

SIPサーバ

SIPクライアント
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ENUMのための付与手順

ITU-T SG2は2008年5月にENUMの暫定手続きを承認した。

➢ ドメインE.164.arpaはRIPE NCC*に委託されている。

➢ RIPE NCCはRFC2916に従って、Internet Architecture Board(IAB)により、任命され
ている。

➢ RIPE NCCはe.164.arpa領域（ENUM)用のDNS運用を、IABからの指導に従って提供して
いる。

➢ RIPE NCCは、評価を行うために、ITU-T に対し、委託されたすべてのENUMリクエストを渡す。

➢ RIPE NCCはITU-T TSBの承認の後にのみ、ENUM用リクエストの技術的なセットアップの評
価だけを行う。

➢ ITU加盟国は、ITUがその国コードを含むE.164.arpaのレジストラに対し、ENUMの通知を行
うことを承認/否認する。

*(RIPENCC)Réseaux IP Européens Network Coordination Centre:欧州、中東
及び中央アジアのための地域インターネット登録機関として、RIPE NCCはインターネット番号リ
ソース、例えばIpｖ4及びIpｖ6アドレススペース及びアノニマスシステム番号（ASNｓ）をその
加盟国に提供する。
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ENUMの委託（Delegation）

➢ RIPE NCCより、ENUMを委託するリクエストを行う加盟国もある。

➢ TSBはRIPE NCCよりリクエストを受理し、リクエストに記述されているCCが適当か否か検討を行う。

➢ TSBは下記の状況に適合していない場合、委託に反対することになる。

✓ CCが現在付与されている、または

✓ 統合された番号計画（integrated numbering plan/INP)に関係のある加盟国が全て賛成している

✓ INPのうちいくつかのセクターメンバーが賛成している（しかし、ITU暫定手続きに分類される特定の措置の
認可を必要とする）。

➢ 下記の状況に適合している場合、その後、TSBは、この委託に対してCCの認可を必要とすることをメンバーセク
ターに対して通知する。

✓ そのCCを委託することを「賛成」または「反対」の意見を、メンバーセクターが以前ITUに通知している場合

• TSBはRIPEにその賛否の結果を通知する

• Ripeはメンバーセクターの賛否を尊重することになる（Yes またはNoのどちらか）

✓ メンバーセクターが事前にその賛否を通知されていない場合、

• TSBはRIPEに対し、60日以内にITUと共に委託に反対の旨を通知する

• TSBはメンバーセクターに対し、60日以内にその承認または反対（Y/N）をリクエストする。

• メンバーセクターがそのCCを他のメンバーセクターのENUMへ委託することを承認した場合、TSBはその
後RIPEに対して通知を行い、その委託は承認される。それ以外の場合、TSBの反対は有効な状態で存
続する。
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Q.708 SS7 アドレッシング計画（1）

➢ SS7標準は、公衆交換電話網（PSTN）におけるネットワークエレメントが、モバイル及
び有線呼のセットアップ、ルーティング及び制御を可能にするために、デジタル信号ネット
ワーク上で情報を交換するプロトコルと手続きについて、規定している。

➢ SS7信号メッセージは、1秒あたり56または64キロビット（Kbps)の送受信兼用チャネ
ル（シグナリングリンク）で、ネットワークエレメント間で交換される。

➢ SS7信号ネットワーク中の各信号局は、数字の信号ポイントコードによりユニークに識別
される。

➢ソースと、各メッセージの宛先を識別するために、信号局間で交換するシグナリングメッセー
ジ内で、信号ポイントコードは伝達される。
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Q.708 SS7アドレッシング計画（2）

➢ SPCは、スピーチパス接続の確立を可能にするために、各信号局（SP）またはSTP
（Signal Transfer Point/信号転送ポイント)のメッセージ転送部（Massage 
Transfer Part/MTP)によるSS7信号ネットワークで処理される。

➢ 各信号局は、各メッセージの為に適切な信号パスを選択するために、ルーティングテーブ
ルを使用する。
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ITU-T 国際信号ポイントコード/国内信号ポイントコード(1)

➢ ITU-Tは国内及び国際ネットワーク両方のための信号ポイントコードを規定している

➢ 国際信号ポイントコードは、以下の3つのフィールドを含む階層的な構造に基づいている
✓ ゾーン（Zone）

✓ エリア（Area）/ネットワーク

✓ 信号局

➢ ITU-Tは世界の主なエリアに存在する、6つの主な地理的ゾーンを規定している。

➢ ゾーンナンバー（Zone Number)は、各地理的エリアに存在する信号ポイントコードの
最初の部分を示している。
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ITU-T 国際信号ポイントコード/国内信号ポイントコード(2)

➢ 各ゾーンは、ゾーン内で特定の地理的エリア基づいたエリア、またはゾーン内で特定の
ネットワークに指定されたネットワークに、更に分割される。

➢ 同様に、ゾーン及びエリア/ネットワークから、シグナリングエリア/ネットワークコード
（Signaling Area/Network Code）:SANCに分割される。

➢ ITU-T Q.708は各地理的ゾーン用のSANCを一覧化している。

➢ SANCはITUにより運用されている。

➢ ITU運用公報はQ.708公開の後、

番号付与の更新を公表する。
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Q.708 SS7アドレッシング計画

➢ Q.708は、SS7信号ネットワーク（Network Indicator/NI＝00で識別）内で、国際信号局を
識別するのに使用されるコードのフォーマットを説明しているITU-Tの勧告である。

➢ 信号局：「信号メッセージを送信または受信する、または一つの信号リンクから別のリン
クへ、または両方へ伝達を行う、SS7信号ネットワーク内のノードである」。

➢ Q.708は下記の付与のための基準と手続きを含んでいる。

✓ ISPC ： International Signaling Point Code/国際信号ポイントコード、
及び

✓ SANC： Signaling Area/Network Code シグナリングエリア/ネットワーク
コード
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信号局

➢ SS7信号ネットワークの中の信号局には3つの種類がある。

✓ SSP（Service Switching Point/サービス交換ポイント）：コールの発信、終了、または
タンデムコール（Tandem Call)を切り替える

✓ STP（Signal Transfer Point/信号転送ポイント)：各着信メッセージから発信信号リンク
へルーティングする、SS7信号ネットワークのハブとして機能し、SS7信号メッセージに含まれるルー
ティング情報に基づいている。信号メッセージ中に存在する桁からの、宛先信号局を決定するため
に、グローバルタイトル変換を実行することが可能である。

✓ SCP（Service Control Point/サービス制御ポイント）：コールをルーティングする方法を
決定するための集中型データベース
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ISPC ： International Signaling Point Code/国際信号ポイントコード Q.708 番号計画

➢ 国際信号局の識別用に使用される14ビットのバイナリコードのフォーマットである。

➢ TSBは国に対し、最大256のSANCを、１つの「NML」帯につき2から7まで割り当てる（0と1は
リザーブされている）。

➢ 国は最大8つのISPCを信号局事業者に対して付与することができる。

➢ 前回割当の内、75％が枯渇した場合、国に対して更にSANCの付与を行う。

➢ 付与の基準と手続きは、勧告Q708通知フォーム及びITU-Tウェブページのリストで説明されてい
る。

通知フォーム http://www.itu.int/oth/T0206000002/en

リスト http://www.itu.int/en/publications/ITU-T/Pages/publications.aspx?parent=T-SP&view=T-
SP1

http://www.itu.int/oth/T0206000002/en
http://www.itu.int/en/publications/ITU-T/Pages/publications.aspx?parent=T-SP&view=T-SP1
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Q.704 国内信号ポイントコード（National Signaling Point Code/NSPC)

➢ ITU-T 国内信号ポイントコードは、階層を規定するITU-Tの、標準化されたスキームを
保持していない。

➢ 一般的に、国内信号ポイントコード（National Signaling Point Code)は14ビッ
トのバイナリコードで、直接SS7信号とのリンクと、ローカルネットワークとの相互接続を確
立する際に使用され、SS7信号ネットワーク内でネットワークを一義的に識別する。

➢ トータルのNSPCの範囲は16’383である。

➢ 2つのパートに分けられている
✓ 最初のパート＝ネットワークID（Network ID/NI)または運用エリアコード（ISPC用に使用する、

NI=0は除く）

✓ 2番目のパート＝ネットワーク又は運用エリア内での信号ポイントコード

➢ 各々の、2つのパートの桁数の選択は、国内の問題である。
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Q.704: 国内信号ポイントコード（NSPC）

➢ ITU-T 国内信号ポイントコードは、階層を規定する標準化されたスキームを保持してい
ない。各信号局は、国内信号ネットワークにおける特定のノードを明確に示す、単一の識
別子である。

➢ NSPは14ビットのバイナリーコードで、直接SS7シグナリングとのリンクと、ローカルネット
ワークとの相互接続を確立する際に使用される。そのNSPCの範囲は、16’383である。

➢ 国内信号局の識別のために使われる、14ビットのバイナリコードのフォーマット用に、異な
る実装が存在する。

➢ 実装の例：（訳注：記述なしだが、次ページの「セルビア、タンザニア、アメリカ合衆国」の記述漏れと思われる）

➢ 二つのパートに分けられている。
✓ 最初のパート = ネットワークID（Network Identity/NI)または運用エリアコード

（Administrative area code)

✓ 次のパート = ネットワークまたは運用エリア内での信号ポイントコード
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NSPC実装例

➢ 世界の大半で、ITU-Tが規定するISPC
に類似した14ビットのNPCを使用している。

➢ 例外：アメリカ合衆国は24ビットの
NSPCを使用している。（ANSI.7)

➢ 例：

✓ セルビア

✓ タンザニア

✓ アメリカ合衆国（ANSI No.7 
NSPC)
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SANC及びISPC及びNSPCの付与 （Q.708 アドレッシング計画）

➢ SANCの付与は、加盟国によるTSBへのリクエストにより行われ、E.708に準じてTSB
により運用される。

➢ ISCPの付与（国際信号ポイントコード）は各国で作成され、後にITU-T TSBに通知
を行う。 通知フォーム： http://www.itu.int/en/ITU-T/inr/forms/Pages/ispc.aspx

➢ 当局はTSBへ通知することを要求され、サービス公開ウェブページでSANC/ISPCの維
持を行う。

ISPC List http://www.itu.int/pub/T-SP-Q.708B-2015

SANC List http://www.itu.int/pub/T-SP-Q.708A-2014

➢ NSPCの付与は、国内の問題である。

➢ 当局の通知による改正は、アクセスが自由なITU-運用公報（OB)の中で、定期的な
公開も行われる。

OB http://www.itu.int/pub/T-SP/e

http://www.itu.int/en/ITU-T/inr/forms/Pages/ispc.aspx
http://www.itu.int/pub/T-SP-Q.708B-2015
http://www.itu.int/pub/T-SP-Q.708A-2014
http://www.itu.int/pub/T-SP/e
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Module 4 INR付与手続き、ITU-T INRウェブ
サイト、データベース、及び通知



90 TR-1070

付与手順：申請方法

◼E.190 Eシリーズ国際番号リソース(INR)の管理、付与、再利用の原則と責任

◼E.164.1(2008) E.164国番号と関連する識別コード（ICs）の予約、付与、再利用
の基準および手順

◼番号調整委員会（The Number Coordination Committee (NCT)）
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E.190: E-シリーズのINRの管理、付与、及び再利用

◼ EシリーズのINRはITU-TSBによって付与され、続いて、適切なITU-Tのスタディーグ
ループ(SG)と関連する出願者（WTSA Res.20）と協議を行う。国内番号の付与は国
内の事項にとどまる。

◼ E.190は、EシリーズのINRの管理と付与と再利用について、大まかな原則と責任を規定
している。そして、下記事項の間でバランスをとるのに役立っている。

◼ 地理的番号のリソースと非地理的番号リソースの双方の必要性

◼ 有限であることが判っている番号リソースの効率的且つ有効的な使用の必要性

◼ 合意された番号リソースの拡張プランの必要性

◼ 十分な番号リソースが現在と将来の要件においても保証されることを確実にする必要性
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E-シリーズのINRの管理、付与、及び再利用のためのE.190基準

◼基準1: 電話サービスの提供を可能とするために利用できる十分な番号リソースがなけ
ればならない。

◼基準2: 番号リソースは、電話サービスの提供を容易にするために付与される。

◼基準3: 番号リソースは、効率的に利用、管理されること。

◼基準4: 番号リソースは、公平で平等に付与されること。

◼基準5: 付与された者へリソースの使用は認めるが、所有権は含まない。

◼基準6: E-シリーズ番号リソースは、特定の申請に対して使用される。

◼基準7: 付与された番号リソースは、不正使用や不要となった場合、再利用される。
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TSB及びSGの担当責務

◼ ITU-TSB

◼関連するITU-Tスタディーグループと、関連する申込者/付与される者と、必要なら関
連する管理者との協議において、番号リソースの付与や再利用をする役割を果たす。

◼適切なITU-Tスタディグループ

◼リソースを管理する役割を果たす。

◼これは、そのリソースの使用、利用可能性、再利用に関するTSBへの技術的、運用的な
アドバイスを含む。

◼また、番号計画の開発と計画活動が運用上の必要性を促進することも保証する。
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管理者の担当責務

◼管理者は、タイムリーに以下を含む全ての管理機能を実行する。

◼申込書の確認と処理

◼適切な時期の番号リソースの再利用手順

◼付与と回収の定期的な最新リストの公表

◼リソースの管理者は、守秘義務のもとで専有情報を扱い、受け入れる準備ができていな
ければならない。
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申請者の担当責務

◼ 配賦基準に従わなければならない。これは、それぞれのサービスとそれに適応される特定の
番号リソースに関連するすべてのITU-T勧告へ従うことを含む。

◼ リソース管理者は、リソース配布に変更が生じたときはすぐにどのような変更であっても通
知されるべきである。（Operational Bulletin 運用掲示板）

◼ サービスを提供しようとするエリアで運用されている国内規則に確実に従わなければならな
い。
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付与される者の担当責務

◼彼らの権限の元にあるリソースの、有効で効率的な管理と使用に対する責務

◼アサインされた番号リソースが定められた目的のためだけに使用されることを保証する

◼国際番号リソースは、下記の場合返還されなければならない。

◼もう必要ないと認められた場合、もしくは、

◼リソースが定められたものと異なった目的で使用されている場合
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リソースが拒否または回収された場合の再検討プロセス

◼もし、付与される者から番号リソースの割り当てが拒否を受けたり、番号リソースが回収された
場合：

◼申請者は、

◼要求拒否に対する理論的根拠を与えられ、且つ

◼拒否や回収の理論的根拠を受けた申し込みを修正し再申請する機会を与えられるべきで
ある。

◼もし、申請者が再検討プロセスを開始することを選択したならば：

◼相当な期間未解決なら、TSBと申請者で直接コミュニケーションをとり；

◼TSBと適切なITU-Tスタディグループの間で協議を行う。
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E.164.1 E.164CCおよびICのリザベーション、付与、及び再利用

◼E.164.1は、E.164国番号と識別番号の予約、付与、再利用についてのものである。

◼E.164.1は、E.190の原則を元に、手順、責務、責任、権利、義務を詳細かつ利用可能
にしている。

◼それは、TSBディレクターへアドバイスを提供するためにITU-T SG2から番号調整チーム
の草案をまとめる。
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番号調整チーム（Numbering Coordination Team/NCT）

◼WTSA Res.20は、国際番号リソース（INR）を申込者（もしくは可能なら他のSG）へ
付与するために、SG2議長と相談してTSBディレクターに対する権限を委任し、且つもしくは
責務も委任する。その原則はE.190に明確に説明されている。

◼一般的に、TSBは、SG2との協議が必要でない限り、申込者にコードを付与する。SG2は1
か月でアドバイスを提供する。

◼ネットワークに対する共有国番号と関連する識別コードに関して、TSBはNCTに意見を聞
く：

◼勧告164.1は、SG2議長とWP1 Chair/VCとQ1  Rapp/Ass.RappとTSB評議
員からなる”番号調整チーム”（NCT）を名付けている。

◼NCTは、妥当性を検討し、TSBにアドバイスを提供する。

◼詳細な手続きは、E.164.1に記載されている。
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地理的領域のための国番号の予約/付与のための手続き

◼統合されたNP （番号計画）のMSsや複
数のMSsへの割り当て

◼国の統一や分割に対する検討

◼TSBは通常、申請の受領と同時にコードを
割り当てる。

◼TSBは、不必要な遅れ（30日）なしに、
課題を解決するために申請者はもちろん
SGと協議を行ってもよい。
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グローバルサービスのための国番号の予約の手順

◼ROAに予約はTSBがSG2経由で行う

◼2か国以上のパブリックネットワークユー
ザーに提供するグローバルサービスは
ROAに提出

◼グローバルサービスはITU-T勧告に従う

◼ITU-T勧告として割り当てガイドラインに
定められた番号計画及び記録機能があ
る

◼予約がなくても補足情報を提供できる
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グローバルサービスのための国番号の割り当てE.164.1手順

◼TSBはSG2と協議を行う

◼割り当ては、そのサービスの勧告
の後に行われる。番号フォーマッ
トと割り当てガイドラインは承認
されており、公然のものである

◼その時点でサービス終了若しく
は2か国以上での提供がされて
いない場合の再利用
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他のグローバルサービスのための国番号の予約/割り当て

◼他のグローバルサービスとはITU-T勧告による文書化がされていないものとする

◼ただし、世間一般に認知され、国際的に実利用されており、潜在的に公益を守る必要がある

◼割り当ては3桁のCC（例えば、現在は881と882、883のいずれか）と、少なくとも3桁の
識別コード（IC）、それから可能であれば追加デジットとしてICの後につける（つまり、より
小さな塊の番号）

◼新たに割り当てたCC若しくはそれに続くICは、利用済み若しくは他の理由付けがされる

◼E.164.1はICの桁の長さを定義している
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その他のグローバルサービスのための国番号の予約/割り当ての手順

◼E.164.1では予約について15の基準が、割り当てについて8つの基準がある。重要なものは
以下の通り（注意：グローバルサービスのフローチャートもまたここを適用する）

◼申込者はMSもしくはSM、ITU-Tの適切なSG（例えばSG2）の協業者である

◼”その他のグローバルサービス”、およびそれが公共の利益となる理由における基準を提供する。
サービスは重複若しくはすでにITU-Tで定められているサービスに類似してはいけないこのグ
ローバルサービスをサポートする国際ネットワークインフラは、インフラのノードとして2国間以上
の接続を供給する

◼申込者は、番号リソースを完全にコントロールするか、もしくは契約により制御する。ただし、細
分割り当てのレベルは一つに限られ、すべての責任は申込者が負うものとする

◼申込者は、事業を行う国の規則、ライセンスや法的要求事項（細分割り当ての禁止を含む）
等のすべて遵守していることを確認する

◼CC＋ICの利用は効果的であり、国内資源にはなりえない
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ネットワークのためのCC+ICの予約/割り当て

◼（サービスではない）ネットワークのためのコードの割り当て（CC+IC）は、特別な手順
（E.164 .1 Appendix 1）で、SG2とNCTとの協議の上、TSBによって行われる。

◼3桁の数値はCC（例えば881、882、883、・・・）に割り当てられ、1～4桁のICが続き、
ネットワークに割り当てられる

◼申込者はネットワークオペレーターMS、SM若しくはITU-T SG2の協業者であり、割り当て
の間はその状態が維持される

◼特殊な状況下のCCとすべてのICは長さが同じである（技術的、運用上）必要がある
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ネットワークのためのCC+ICの予約/割り当ての基準

◼申込者は、ネットワークが番号リソースを利用するために必要な管理及び運用、保守のすべて
の責任を負う

◼国際的なネットワークインフラは物理的なノードの接続を含み、公衆サービスを提供しているこ
とがのぞましい。2か国以上の接続は必須ではない

◼このサービスは事実上ITU-Tが承認したグローバルサービスと似ているものとはならない。
ITU-Tが承認したグローバルサービスのCCはすでに予約され、割り当てられている

◼国内番号の利用についてデモを行うことは望ましくない

◼コードはキャリア選定のためには使わない

◼申込者のネットワークが運用される国のすべての国内規則及び法的要求事項は確認されて
いる

◼1年に一度、ITU-T SG2の状況を行う。細分割り当てが行われた場合は含む。
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ネットワークのためのCC+IC予約手順

◼TSBへ署名要求

◼TSBはSG2、NCT、又は両者と協議を
行う

◼NCTは研究を行い、適切な時期に手続
き（E.164.1 App.1）申込を行う

◼予約（期間？）は3年までで、理由が
あれば最長5年まで延長できる

◼補助的な情報はTSBの要求に応じて開
示される

◼予約期間、申込者はテスト目的にのみに
リソースを利用することができ、商用とし
ては利用できない
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ネットワークのためのCC+ICコードの割り当て手順

◼割り当てリクエストは文書でTST
に提出する

◼条件が合えば、CC+ICは割り当
てられITU-TのWebサイト
（TIES）及び運用掲示板上で
公開される
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NCT手順

◼"ネットワークのために割り当てたE.164国番号（CC+IC）"はWTSA Res.20に由来す
る

◼SG2の議員及びWP1 Chair/VC, Q1 Rapp./Ass. Rapp. SG2 TSB councilor
で構成される

◼割り当てに関するアドバイスは、NCTの合意による；特殊なケースでは、SG2に検討の申込
を要求するかもしれない

◼申込者は与えられた情報を秘密に扱うように要求するかもしれない

◼評価とコメントサイクルは時間が決められている：
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ネットワーク用共通CC+ICのためのNCTの見直しプロセス
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ITU-T番号リソースDB

◼ITU-Tはいくつかの国内と国際の番号リソース管理用DBを維持している

◼ある情報は関連するITU-T勧告によって命じられている

◼一方で、他の情報はITU-T/TSBに保存されているリストとDB内に保持されている

◼MSと運用事業者がITU-Tフォームを利用して、これらのリストとDBにデータを投入する
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E.129: 国内番号計画の提出

• 以下の項目に関する各国の番号管理者（日本では総務省）へのガイド
ライン

• E.164国内番号計画に関する情報提供・提出

• 国内番号計画の変更に関するITUへの適時通知

• 他国の国内番号計画に関する情報入手方法

• 国内の番号ポータビリティの実装に関する情報

• 重要サービスで使用されている番号情報の収集(*)

• 国内番号計画に関するITU-Tのウェブサイト

• (*)E.129緊急通報や他の公益のため国内でのみ利用される番号
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E.129: 国内番号計画に係る通知様式

• E.164国内番号計画
の標準化された提出様
式
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E.129: 国内番号計画の追加・変更等に係る通知

• 9.1 新しい番号リソースの国内
番号計画への追加

• 9.2 既存の番号リソースの国内
番号計画からの削除

• 9.3 既存の番号リソースの変更

• A.1 緊急通報や公益に係る重
要番号
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E.129: 番号ポータビリティに係る通知様式

• B.1 番号ポータビリティ
通知（詳細はE.129を
参照）

• 国内番号計画(NNP)
におけるITU-T E.164
番号の番号ポータビリ
ティの実装に関する説
明
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ITU-T Operational Bulletin（OB）

• ITU Operational Bulletinは電磁的に発行される(*)

• ITU Operational Bulletinは、ITU-T E.164番号情報に関する正
式な情報源である

• 月に2回発行され、発行・閲覧は無料である

• 番号管理者、および運用機関(OA)もしくは通信事業者(SP)（番号管
理者を経由すること）がネットワークの変更、新しいサービスと番号計画
をITU-Tに対し通知し、その後OBに掲載される。tsbmail@itu.int、
tsbtson@itu.int、もしくはITU/TSB (Place des Nations, 
1211 Genève 20, Switzerland, Fax :+41 22 730 5853)

• OBの全ての変更・確認は、OB Notification(**)で通知される

• * ITU Operational Bulletin: http://www.itu.int/pub/T-SP/e 

• ** Notifications: http://www.itu.int/en/ITU-T/inr/forms/Pages/default.aspx 

mailto:tsbmail@itu.int
mailto:tsbtson@itu.int
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Operational Bulletinのサンプル

• ITU Operational Bulletin 
No. 1087(1.XI.2015)

• オンラインで閲覧可能

• 主なコンテンツ
• 過去のOBに対する添付文書の一覧

• ITU-T勧告の承認

• サービスの制限

• コールバックおよび代替的発呼手順
(PP Res.21)

• 番号リソースの新規割り当て、変更、
削除

• 国内番号計画に係る通知（詳細は
NNP ITU-Tウェブサイトにて提
供）



TR-1070118

ITU-T番号リソースデータベース

• ITU-Tは国内および国際の番号リソースに関するデータベースをいくつか
運用している

• いくつかの情報は、関連するITU-T勧告に基づき発行されている

• いくつかの情報がTSBによりリストやデータベースとして作成されているが、
国内番号計画等の情報のリポジトリは唯一ITU/TSBが提供する。
NNPの開示に関するITU-T E.129勧告を参照のこと

• 加盟国(MSs)および公認された運用機関により作成されたITU-Tの通
知様式により、これらのリストやデータベースに情報が投入される
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国際番号リソース(INRs)

• ITU-Tのウェブサイトは、他の情報
と同様にINRsデータベースを提供
している

• Operating Bulletin

• 運用機関(OA)のリスト

• ビューロファックスの一覧

• ENUM Delegations

• E.164番号リソースの不正使用
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国際番号リソースデータベース(1)

• INRデータベースは、TIESアカウ
ントによってITU-T MSおよび
SMsのみ閲覧が許される（アクセ
スは無料）

• 作成、運用、更新は、関連する勧
告に基づきTSBによって行われる

• 全てのITU-T勧告は適切な通知
様式を含む
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国際番号リソースデータベース(2)

• ITU-T INRウェブページは、言わば国内および国際
で用いられるコードや番号の一覧のリポジトリである

• 国内番号計画(NNP)
• 番号管理者（日本では総務省）は国内番号計画やその変更

についてITUに通知するよう求められる

• 全ての運用機関(OA)、通信事業者(SP)および番号管理者
が自由に閲覧できる

• 国際国番号の一覧

• ユニバーサル番号（無料通話、プレミアム、UPT…）

• 緊急通報や公益のための国内番号

• TSBやBRによる他のコードや番号のリスト
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ビューロファックスの一覧およびROAs

• ビューロファックスのオフィス情報および相互運用を
促進するための関連情報は、関連する勧告
(F.170)に基づきTSBによって作られた表に記載さ
れる

• ROA（ITU-Tにより公認された運用機関）リスト
• INRsの管理を助け、ROA間の情報交換を促すもの

• いくつかの勧告では、INRsに登録される基準はROAのス
テータスに依存する
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E.164リソースの不正使用の通知

• 不正使用: ITU-T勧告（特にE.190, E.164, E.164.1, E.164.2, 
E.164.3, E.168.1, E.168, E.169, E.169.2, E.169.1, 
E.169.3が重要だがこれ以外も含む）に基づかないITUにより割り当て
られた番号の使用

• 例えば、割り当てられた目的外のために使われる場合

• E.156は、国際E.164番号リソースの不正利用が疑われるケースの通
知を受けたITU-T TSBの活動に関するガイドラインである

• Study Group 2のセクターメンバーおよびアソシエートからなるROAs
は、直接TSBのDirectorに通知することができ、そのROAが属する加
盟国に写しが送付される

• それ以外からは、通知は加盟国を介して通知される
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不正使用の通知

• TSBは自動化された不正
使用の通知処理を有する

• ITU-Tメンバーのうち、加
盟国(MSs)およびITU-
Tにより公認された運用機
関(ROAs)が利用可能
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不正使用通知の処理

• E.156はINRのタイプによって
TSBがどのように通知を扱うか
の詳細を規定している

• 地理的領域による国番号

• インマルサットと国集合への番号
（+388等）

• ネットワークへの国番号（+882
等）

• グローバルサービスへの国番号
（+800、+878等）

• GMSS事業者への国番号
（+881等）

• 試験用の国番号（+991）

• 未アサインの国番号

TSBは報告された通知の一覧を公表する
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不正使用が報告された場合のTSBの行動（１）

• TSBのDirectorは加盟国(MSs)に割り当てられた番号リソースに関す
るいかなる紛争にも介入せず、あるいは調停をするべきではない(ITU理
事会決議262）

• TSBのDirectorは評価委員会（現時点ではSG2に置かれたNCT: 番
号調整チーム）および関係する加盟国(MSs)に情報を通知する

• 不正使用が疑われた問題に関する番号の割り当てを受けた者を特定

• 番号の割り当てを受けた者に対し、割り当てに関連する条件を確認し、45日以内の
回答を求める

• 割り当てを受けた者が報告された不正使用の疑いを認識しているか

• 割り当てを受けた者が、それを不正使用ではないと認識しているか

• もし不正使用だと認識している場合、割り当てを受けた者はいつまでに、どのようにして問題を正常化してい
くのか
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不正使用が報告された場合のTSBの行動（２）

• TSBのDirectorは、問題の報告者に対し進捗を報告する

• 考えられる行動：番号リソースの回収、OBや電子メールによる情報開示、
もしくはその双方。後者は、ITU-Tに公認された運用機関(ROAs)がそ
のように不正使用されている番号に対し呼をルーティングしないよう手助
けする

• NCTはその後のSG2ミーティングで報告を行う


